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⽣成AIの進展と活⽤可能性
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⽇本の⽣成AIの遅れは、スタートアップの動きからも明らか
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新興注⽬AIベンチャー（設⽴20年〜、5mil USD調達）
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9割を⽶国が牽引 Algorithm Fund中国チーム資料より
（2023年末時点）
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Agenda
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•⽣成AIの現状
•⽣成AI以後の⽇本の動きと今後の戦略
•⽣成AIの本質とその捉え⽅について
- ⽣成AIの本質
- ⽣成AIの社会実装とその難しさについて
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AIの歴史

6出所: ⽇本政策投資銀⾏, 「ソフトインフラレポート〜DXの本質と産業変⾰に向けた提⾔〜」

TensorFlow Pytorch



©MATSUO INSTITUTE, INC.

AIの中の⽣成AIの位置づけ
n AI（⼈⼯知能）とは、知的なコンピュータプログラムを作る科学と技術である
n AI技術の⼀つであるディープラーニング（深層学習）とは、⼈間が⾃然に⾏うタスクをコンピュータに学習させる機械学習

の⼿法の⼀つ である

出所：人工知能学会資料を元にDBJ作成
https://monoist.atmarkit.co.jp/mn/articles/1701/10/news035.html

AIの⽤語の包含関係

AI（⼈⼯知能）
⼈間と同様の知識を実現させようという取り組みやその技術

機械学習
特定のタスクやトレーニングにより実⾏できるようになるAI

⼈が特徴を定義

ディープラーニング
マシンが特徴を⾃動定義

⽣成AI(画像や⾔語)
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ディープラーニングとは
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• 多層のニューラルネットワーク（NN)を⽤いた⼿法の総称
• それぞれのユニット（ニューロン）が、重み和（重みをかけた合計を求める処理）＋活性化関数（0-1へ

の丸め）を⾏う
• ⽬的の動作を⾏うように、重みを調整する（誤差逆伝播）
• NNのコネクションの数 ≒ 重みの数 = パラメータの数

入力
X

出力
Y

l+1層のユニットjの値：

𝑥!"#$ = 𝜎 $
%&$

'

𝑤%!" 𝑥%"
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ディープラーニングによる⾃然⾔語処理が2018年ごろから急速に性能向上

9

松尾研主催スプリングセミナー「Deep Learning for NLP」(2020年3⽉）資料より

GLUE（NLPベンチマーク）の精度推移

CBoW LSTM+A+n BERTELMo XLNet T5

⼈間︓87.1

わずか2年で約25%向上

データセット 概要

CoLA 正しい文法で書かれているかの二値分類

SST-2
映画レビューのpos/neg判定。文を構文木解析し，各フレー
ズごとにpos/negが振られているが、GLUEでは文単位のもの
のみを対象としている。

MRPC 2文が同じ意味かどうかの二値分類

STS-B 2文の類似度を1--5で評価

QQP 2つの質問文が同じ意味かどうかの二値分類

MNLI 前提の文と仮説の文に対して、含意的/矛盾/無関係の3クラス
分類。

QNLI
SQuADの文章と質問のペアを，文章中の各文と質問のペアに
し，その各文に質問の回答が含まれているかの二値分類を行
う。

RTE 2文の含意の二値分類

GLUE (General Language Understanding Evaluation)

2012年にDeep Learningが画像認識で⼤きなブレークスルー
2015年には画像・⾳声分野で⼈間を超える精度を達成

⾃然⾔語処理（NLP）では、2018年から急激に
精度が向上し、GLUE評価で⼈間の精度を超えた

9
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鍵となる2つの技術︓①トランスフォーマー ②⾃⼰教師あり学習

• 有名な「Attention is All You Need」論⽂。Googleの研究者ら。
• 「アテンション」という機構を⼤規模に使ったトランスフォーマーを提案。
– アテンション（⾃⼰注意機構）︓ニューラルネットワーク中のどこの情報をどのよ

うに使うか⾃体を学習することができる。
– トランスフォーマーは、マルチヘッドのセルフアテンションを多層に重ねたもの。
– 多くのタスクでSOTA（最新性能）を出した。

Transformerの構造

• 次の単語を予測するという、「⾃⼰教師あ
り学習」で事前に学習する。
• Next word prediction
• 事前学習をしておくことで、次に与えられる

タスク（ダウンストリームタスク）で、少しの
例を与えるだけで学習することができる。

https://arxiv.org/abs/1706.03762

１）トランスフォーマー
(L. Kaiser et al., 2017)

2）⾃⼰教師あり学習

10
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⾃然⾔語処理における⾃⼰教師あり学習
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与えられた⽂に対して、前の部分から、次の語を次々と予測していくタイプの⾃⼰教師あり学習。
⾃⼰教師あり学習による事前学習 ⇒ ダウンストリームタスク（後から与えられるタスク）

Genera2ve Pre-trained Transformer 3 (GPT-3) is an 
autoregressive language model that uses deep learning to 
produce human-like text.

Genera2ve Pre-trained Transformer 3 (GPT-3) is an 
autoregressive language

Generative Pre-trained Transformer 3 (GPT-3) is an 
autoregressive language model

Genera2ve Pre-trained Transformer 3 (GPT-3) is an 
autoregressive language model that
….

予測

例：与えられた文

自己教師ありによる
予測問題
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⼤規模⾔語モデルのスケール則
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• データを増やし、モデルの⼤きさ（パラメータ数）を増やし、計算資源を増やせば、精度がどんどん上がる。
• つまり、⼤きければ⼤きいほど性能があがる。
• GPT-3は、ウェブの⼤きなデータ（4000億単語）で事前学習。1750億パラメータ。学習に数億〜数⼗億円のコスト。

“Scaling Laws for Neural Language Models” [Kaplan+ 2020]

計算資源 (GPU数)データ量 (トークン数)
モデルの⼤きさ
（パラメータ数）

テ
ス
ト
誤
差
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ChatGPTの登場
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Open AIは2022年11⽉30⽇にChatGPTを公開。
公開から1週間で100万ユーザ、2ヶ⽉で1億ユーザに到達。これまでのソフトウェア・アプリで史上最速。
その性能の⾼さから各所で話題に。
従来の⼤規模⾔語モデルよりも⾼度な意味理解と会話(チャット)が可能。
GPT-3（とその後継のGPT-3.5）をベースにしている。

このレベルの応答を会話形式（前後の⽂脈を理解して）で⾏うことができる

参考:ChatGPT (OpenAI提供)
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ChatGPTができること
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適切なプロンプトを与えることで、1つのツールで幅広い分野での応⽤が可能（英語だけ、プログラミングだけ、などに閉じな
い）

参考:ChatGPT (OpenAI提供)

PDFを与えて内容を
要約させる

⽂章の加⼯

外国語への翻訳
⽂法的な誤りの指

摘

⽂章の語尾を修正さ
せる、統⼀する

箇条書きされた内容
をメール⽂に変換

広告⽂の⾃動⽣
成

結婚式のスピーチの
アウトライン作成

AIと⼈間で
会話しながら

アイディエーション

…

…

コードのバグの
指摘

プログラミング

コード⽣成と実⾏を
⾏い、⾃動でデータ

の分析を⾏う
(Advanced data 

analysis)

⽂章の⽣成

指⽰通りにコードを
⽣成する

…

マルチモーダル

画像の内容を理解し同じようなデザインのwebページ
をHTMLで実装する

画像の内容を説
明する

⽂章の誤字脱字を
指摘、修正する

基本的な使い⽅

発展的な使い⽅

AI同⼠が対話をして
結論を出す

取り上げた事例

⾳声⼊⼒
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マルチモーダルモデルの登場︓GPT-4V（2023年9⽉）
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これまでのモデルでは⼊⼒と出⼒のモダリティは⾔語であったが、マルチモーダルモデルであるGPT-4Vが登場

単⼀のモデルで複数のモダリティ（データの様式︓⾔語・画像・
⾳声など）を扱うようなモデル

• ⽂章の他に画像を⼊⼒して、画像に対する質問に答えることが
できる

• 画像の内容の要約、画像の内容に対する改善提案、画像から
位置を特定する、画像を解説させる、…

• ⾳声の⼊出⼒も可能

マルチモーダルモデル

「⽣成AIで世界はこう変わる」(SB新書) 今井翔太/著
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GPT-4oの登場
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2024年5⽉、OpenAIから現状では最⾼精度のLLMとしてGPT4を超える精度のGPT-4oが発表された。⽣成速度が
⾼速でかつ、画像や⾳声などマルチモーダル性能がさらに⾼いものとなっている

https://openai.com/index/hello-gpt-4o/

2024年5⽉イベントでのライブデモGPT-4oの特徴

- GPT4-Turboと⽐較し、より⾼
速、⾼い精度での⽣成が可能

- デモのようなリアルタイムの⾳声
認識、対話をするというようなマ
ルチモーダルでの性能が向上
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GPTo1シリーズ（2024年9⽉）
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「複雑なタスクを推論し、より難しい問題を解決する」ように設計

これまでのLLMでは推論能⼒が⼀般に⼈間ほど⾼くない、
とされていたが、推論能⼒においても性能が向上

• 科学技術やプログラミング、数学などの分野で⾼度な推論能⼒
を発揮
- PhD の学⽣に近いレベルの性能を発揮することが確認され

ている
- 国際数学オリンピック（ IMO ）予選試験などのベンチマー

クタスクでは、 o1-preview は問題の83％を解決し、前
⾝の GPT-4o の13％の成功率から⼤幅に改善している。

• 推論には⼀定の時間を要する場合もある

• より⾼速な推論には、 o1-miniモデルが適する

⾼い推論能⼒
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動画⽣成AI Soraの登場
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2024年2⽉、テキストで与えた指⽰に対して、⾼品質な動画を⽣成する「Sora」がOpenAIから発表された。
「拡散モデル」と「トランスフォーマー」をベースに⼤量のデータで時空間の情報を学習し、開発されている。

Prompt: A stylish woman walks down a Tokyo 
street filled with warm glowing neon and 
animated city signage. She wears a black leather 
jacket, a long red dress, and black boots, and 
carries a black purse. She wears sunglasses and 
red lipstick. She walks confidently and casually. 
The street is damp and reflective, creating a 
mirror effect of the colorful lights. Many 
pedestrians walk about.

https://openai.com/sora

⽣成する動画の内容を指⽰ 内容に沿った動画を⽣成

シーンのつながりに違和感がなく、⾼品質な動画が⽣成されている
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2024年5⽉ Google I/O
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Googleでは2024年5⽉の基調講演で、⾃社のLLMであるGeminiをサービスにさまざまな形で組み込みを進める
ことや動画⽣成AIなどを発表

https://io.google/2024/explore/a6eb8619-5c2e-4671-84cb-b938c27103be/intl/ja/

発表内容

AI Overview
- AIを⽤いた検索機能
- 動画、⾳声を⽤いた検索
- Gmailとの連携
- カメラとのAI連携

Geminiのアップデート
- より⻑いトークンを扱うGemini Flash
- デバイス上で動作できる軽量なGemini Nano

⽣成AI関連のアップデート
- 画像⽣成AI「Imagen3」
- ⾳楽⽣成AI「Music AI Sandbox」
- 動画⽣成AI「Veno」

⽣成AIを⽤いた検索

ビデオを映しながら質問をすると、ビデオから現在の状況を認識し答えに導くページを検索してくれる
└DJ機器を映しながら「なぜこれは正しい位置に留まらないのか︖」と聞くと、Geminiが回答し、関連ページも
検索してくれる
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Meta社のLlama3
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Meta社からはOSSとしてLlama3がリリースされている。過去リリースされたLlama2は⽇本でも継続学習による⽇本語
LLMの開発などに利⽤されていた。

• オープンソースのLLMとして最⼤規模のパラ
メータ数を持つ

• 右図のような性能の⽐較にて、Googleの
Gemini Pro1.5、AnthropicのClaude3 
Sonnet以上の性能を持つ

• 過去のLlama2同様オープンソースであるた
め、このモデルをさらに独⾃のデータや⾔語で
継続学習させてさまざまな活⽤が可能

https://llama.meta.com/llama3/

Llama3の性能⽐較
Llama3の特徴
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Apple 「Apple Intelligence」の発表

21

Appleは2024年6⽉10⽇、⽣成AI戦略を発表した。⼤きな特徴は「パーソナライズ」と「オンデバイス処理」の2つとなる

• AIモデルと個⼈データを組み合わせることで機能を提供する
「パーソナルインテリジェンスシステム」と位置付けた

• 個⼈的な⽂脈や情報を取り⼊れた上で、AIの⾼い性能を
掛け合わせた「パーソナルAI」を提供する

パーソナルAIシステムの基盤はオンデバイス処理
個⼈情報を収集することなく認識できるようになっている

オンデバイスによる処理

パーソナライズ

オンデバイスAI︓
• サーバやクラウドに接続することなく、モバイルデバイス上で直接、情報

を処理できる
• 低遅延、⾼セキュリティ、柔軟性といった様々なメリットがある
• デバイスがネットワークに接続されていない場合などでも使⽤可能

最新デバイスのiphone15,iphone15 pro等に搭載される。
⽂脈を理解することで何百ものアプリを横断するアクションが可能

Siriによる写真とメールアプリを横断した操作
例）写真をアルバムに追加し、その写真をメールで送信するよう⾳声

で指⽰するとSiriがアクションしてくれる
https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/02252/061100029/?SS=imgview&FD=14227

74646
https://www.youtube.com/watch?v=Q_EYoV1kZWk

https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/02252/061100029/?SS=imgview&FD=1422774646
https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/02252/061100029/?SS=imgview&FD=1422774646
https://www.youtube.com/watch?v=Q_EYoV1kZWk
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世界の⽣成AI動向
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海外のビックテック等から、次々と⽣成AI・LLMのサービスがリリース

代表的LLM/AIサービス 特徴

ChatGPT, GPT4-o, Sora ChatGPTをはじめとしたLLM開発をリード
2024年5月には最新のGPT4-oをリリース

Google Gemini 2024年5月の基調講演では自社サービスに
Geminiを搭載していくことなどAIに力を入れる

Llama3, Llama2 Llama3をはじめとした、OSSのLLMをリリ
ースしている

OpenELM iphoneへのLLMの搭載など自社プロダクトへの
LLM組み込みを進めている

AWS Bedrock, 
Amazon Titan

Azure, phi-3

AWS Bedrockを通して、セキュアなLLM利用を
可能とするサービスを提供

Azure上でセキュアにOpenAIのLLMを利用できる
環境を提供.自社サービスへのLLM組み込みも実施
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⽣成AIまわりの動き
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• 2022年11⽉30⽇ OpenAIによるChatGPTの公開
• 2023年2⽉3⽇ ⾃⺠党に「AIの進化と実装に関するプロジェクトチーム」（座⻑︓平将明議員。塩崎彰久議員など）が⽴ち上がる
• 2⽉24⽇ MetaからLlamaリリース
• 3⽉14⽇ Open AIからGPT-4リリース
• 3⽉21⽇ GoogleからBardリリース
• 4⽉10⽇ 岸⽥総理がOpenAI社のサム・アルトマンCEOと⾯会
• 5⽉11⽇ AI戦略会議（座⻑︓松尾豊 東⼤⼤学院教授）での議論開始
‒ 関係省庁連携のためAI戦略チームも発⾜（チーム⻑︓村井英樹 官房副⻑官）

• 5⽉26⽇ AI戦略会議「AIに関する暫定的な論点整理」の公表
• 7⽉18⽇ MetaからLlama 2がリリース
• 9⽉25⽇ OpenAIからGPT-4Vがリリース
• 10⽉30⽇ 広島AIプロセスに関するG7⾸脳声明
• 11⽉1-2⽇ UKにてAI Safety Summit
• 11⽉7⽇ OpenAIからGPT-4 Turboリリース
• 11⽉17-21⽇ サム・アルトマンCEO解任劇
• 12⽉6⽇ 広島AIプロセス G7⾸脳声明
• 12⽉7⽇ GoogleからGeminiリリース
• 12⽉21⽇ AI戦略会議にて、AI Safety Instituteの設⽴が発表
• 2024年2⽉2⽇ 経産省が⽣成AIの開発⼒強化に向けたプロジェクト「GENIAC」を開始
• 2⽉14⽇ AI Safety Instituteが設⽴
• 4⽉14⽇ OpenAI Japan設⽴
• 4⽉19⽇ AI事業者ガイドライン（第1.0版）取りまとめ
• 5⽉13⽇ Open AIがGPT-4oを発表
• 5⽉14⽇ Google I/Oにて、Gemini1.5proや動画⽣成AI「Veo」などAI関連のプロダクトを多数発表

⽣成AIにより新しいモードに⼊った。⽬まぐるしい動きが続いている。



©MATSUO INSTITUTE, INC.

国の動きが早い
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• 2022年11⽉30⽇ OpenAIによるChatGPTの公開
• 2023年2⽉3⽇ ⾃⺠党に「AIの進化と実装に関するプロジェクトチーム」（座⻑︓平将明議員。塩崎彰久議員など）が⽴ち上がる
• 2⽉24⽇ MetaからLlamaリリース
• 3⽉14⽇ Open AIからGPT-4リリース
• 3⽉21⽇ GoogleからBardリリース
• 4⽉10⽇ 岸⽥総理がOpenAI社のサム・アルトマンCEOと⾯会
• 5⽉11⽇ AI戦略会議（座⻑︓松尾豊 東⼤⼤学院教授）での議論開始
‒ 関係省庁連携のためAI戦略チームも発⾜（チーム⻑︓村井英樹 官房副⻑官）

• 5⽉26⽇ AI戦略会議「AIに関する暫定的な論点整理」の公表
• 7⽉18⽇ MetaからLlama 2がリリース
• 9⽉25⽇ OpenAIからGPT-4Vがリリース
• 10⽉30⽇ 広島AIプロセスに関するG7⾸脳声明
• 11⽉1-2⽇ UKにてAI Safety Summit
• 11⽉7⽇ OpenAIからGPT-4 Turboリリース
• 11⽉17-21⽇ サム・アルトマンCEO解任劇
• 12⽉6⽇ 広島AIプロセス G7⾸脳声明
• 12⽉7⽇ GoogleからGeminiリリース
• 12⽉21⽇ AI戦略会議にて、AI Safety Instituteの設⽴が発表
• 2024年2⽉2⽇ 経産省が⽣成AIの開発⼒強化に向けたプロジェクト「GENIAC」を開始
• 2⽉14⽇ AI Safety Instituteが設⽴
• 4⽉14⽇ OpenAI Japan設⽴
• 4⽉19⽇ AI事業者ガイドライン（第1.0版）取りまとめ
• 5⽉13⽇ Open AIがGPT-4oを発表
• 5⽉14⽇ Google I/Oにて、Gemini1.5proや動画⽣成AI「Veo」などAI関連のプロダクトを多数発表

この１年、他の国とひけを取らない対応の早さ

※赤字は国としての動き
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国内の動き）AI戦略会議
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2023年5⽉に発⾜し、2023年は７回開催。国内外のAIに関する議論が進んでいる

2023年中の議論
• AI開発⼒の強化、知的財産権、政府のAI利⽤、学習⽤⾔語データのアクセス提供
• AI学習データの提供促進、⼈材育成、経済対策におけるAI施策
• 広島AIプロセス
• AI事業者ガイドライン
• 24年1⽉にもAIの安全性評価機関(AISI)を設置すると発表

AIに関する暫定的な論点整理（2023/５/26）

リスクへの対応

AIの利⽤

AI開発⼒

• AI開発者・提供者・利⽤者等が⾃らリスクを評価し、ガバナンス機能を発揮する。
• 必要に応じ、政府を含む多様な関係者によるリスク対応の枠組みを検討・実施する。

• ⽣成AIは、デジタル化を加速させ、我が国全体の⽣産性向上のみならず、様々な社会課題解決に資する可能性
• AI利⽤を加速するため、医療や介護・⾏政・教育・⾦融・製造等のデータ連携基盤の構築・DFFT構想の具体化・

⼈材育成・スタートアップの事業環境整備を進めるべき。
• ⽣成AIに関する基盤的な研究⼒・開発⼒を国内に醸成することが重要。政府は、AI開発におけるインフラとも⾔うべき、
計算資源とデータの整備を⾏うことが最も重要。
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国内の動き） AI関連の主要な経済対策
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経済対策におけるAI施策として、リスクへの対応の他に、AIの利⽤促進・AI開発⼒の強化も重要

GPUの整備や
データの整備に
更に⼒を⼊れていく

ＡＩ戦略会議 第４回、令和５年８⽉４⽇、資料2
https://www8.cao.go.jp/cstp/ai/ai_senryaku/4kai/shisaku.pdf

医療や教育等での
利⽤促進

研究開発
⼈材育成

ABCIを0.85EFLOPSから
4.25EFLOPSへ
※ ただしグローバルには桁で負けている
ABCIではH100を2000台整備予定
⼀⽅海外ビックテックは数⼗万台の規模
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海外ビックテックの計算資源への投資

28

特に⽶国ビックテックは⾃社でLLMを開発するためにGPUへの投資を遥かに⼤きな規模で進めている。

• NVIDIAの2024年第3四半期の収益報告を元にした分
析では、H100シリーズのGPUは50万台ほど販売されてい
る(※1)

• うち、15万台ずつ、Meta、Microsoft、残りも他⽶国ビッ
クテックが購⼊したとされる

→各社数千億円単位の投資がGPUに対して⾏われている

※1 https://article.auone.jp/detail/1/3/7/48_7_r_20231129_1701252092798583
※2 https://engineering.fb.com/2024/03/12/data-center-engineering/building-metas-genai-infrastructure/

⽶国ビックテックのGPUへの投資 例）MetaのGPU投資計画

• Metaは2024年末までには、約60万台のH100に相当
する計算環境へ拡⼤することを⽬指している(※2)

- うち35万台がH100、残りがその他のGPU

https://article.auone.jp/detail/1/3/7/48_7_r_20231129_1701252092798583
https://engineering.fb.com/2024/03/12/data-center-engineering/building-metas-genai-infrastructure/
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国際的な動き）欧州 AI法案の採択 – 2023年12⽉

29

EU理事会と欧州議会は2023年12⽉9⽇、EU域内で⼀律に適⽤されるAIの包括的な規制枠組み規則案(AI法案)
に関して、暫定的な政治合意に達したと発表した

• 「許容できないリスク」のあるAI
‒ ⼈の⽣命や基本的⼈権に対して、直接的に
脅威をもたらすと考えるAIシステム 他

‒ 禁⽌対象︓個⼈の⾏動操作、ソーシャルスコ
アリング（社会的⾏動や個⼈の特徴に基づく
信⽤格付け）の運⽤、年齢・障がい・社会経
済的状況による個⼈の脆弱（ぜいじゃく）性
の搾取など

• 「ハイリスク」のあるAI →規制対象
‒ ⽣体認証、重要インフラ管理関連、教育・雇
⽤関連などのユースケース

‒ リスク軽減システム、データガバナンス、ログ管
理、詳細な技術⽂書、利⽤者への⼗分な情
報提供、⼈間による監視、⾼⽔準の頑健性、
正確性、サイバーセキュリティーなどの厳しい要
件と、適合性評価などの義務を満たすことで域
内での提供が認められる4段階のリスクに分けて、それぞれに対するアプローチを検討する⽅法が

⼤きな特徴となる。
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• https://www.whitehouse.gov/briefing-room/presidential-actions/2023/10/30/executive-order-on-the-safe-secure-and-trustworthy-development-and-use-of-artificial-intelligence/
• https://www.jetro.go.jp/biznews/2023/11/495833ae70119dbf.html

国際的な動き）⽶国の動き︓AIに関する⼤統領令 - 2023年10⽉

30

バイデン⼤統領は2023年10⽉30⽇、AIの安全性の確保や技術⾰新を図るための⼤統領令を発令した。8つの指針と
優先事項に従ってAIの開発と利⽤を促進し、管理する

項⽬ 内容(⼀部抜粋)

1 安全性とセキュリティーの新基準 • 商務省傘下の国⽴標準技術研究所（NIST）は、AIシステムが⼀般公開される前のテストに厳格
な基準を設定する。

2 ⽶国⺠のプライバシー保護 • 議会に対し、全ての⽶国⺠、特に⼦供のプライバシー保護を強化するため、超党派のデータプライバシ
ー法案を可決するよう求める

3 公平性と公⺠権の推進 • 家主、連邦政府の各種⽀援プログラム、連邦政府の請負業者に明確なガイダンスを提供する

4 消費者、患者、学⽣の権利保護 • 医療⾯では、AIの責任ある利⽤と、安価で命を救う薬剤の開発を推進する。
• 教育⾯では、AIを活⽤した教育ツールを導⼊する教育者を⽀援するリソースの創出を通じ、教育を変

⾰するAIの可能性を形作る

5 労働者の⽀援 • 雇⽤転換、労働基準、職場の公平性、安全衛⽣、データ収集に取り組むことで、労働者にとってのAI
の害を軽減し、利益を最⼤化するための原則とベストプラクティスを開発する

6 イノベーションと競争の促進 • 「全⽶AI研究リソース」の試験運⽤を通じ、⽶国全体の研究を促進
• 医療や気候変動など重要分野における助成⾦を拡⼤

7 外国における⽶国のリーダーシップの促進 • 国務省は商務省と協⼒し、国際的な枠組みを構築する取り組みを主導する。

8 政府によるAIの責任ある効果的な利⽤の保証 • 権利と安全を保護するための明確な基準や各省庁がAIを利⽤する際の明確なガイダンスを発⾏する。

8つの指針
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国際的な動き） AI Safety Summit - 2023年11⽉
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英国で2023年11⽉1⽇-2⽇にAIセーフティサミットが開催された。

• ⽶国、中国、EU、⽇本のほか、中東、アフリカ諸国も含めた29カ国・地域による、共同宣⾔「AI安全に関するブレッチリー宣⾔」も公
表された。

• サミット全体の総括 概要
‒ フロンティアAIの安全性に関する国際協⼒のための前進プロセスを提⽰︓誤⽤、コントロールの喪失、AIの能⼒の⾶躍に伴う潜
在的な悪影響が特に切迫した課題と認識。今後発表される予定の「フロンティアAI科学の最新状況報告書」を通じて科学に基
づいた共通理解を促進。

‒ モデル能⼒の評価や、ガバナンス⽀援に向けた新たな標準の開発など、AIの安全性に関する研究での潜在的な協⼒分野を特
定︓安全検査に関する成果声明で⽰した計画に合意。参加国は各国の状況に応じて、国家主導の評価や安全性に関する研
究を進めることを約束する⼀⽅、開発企業は次に実施する開発プロジェクトで適切な独⽴評価と検査を経ることに合意。英国は
AIセーフティ機関を設置し、公的部⾨のAI安全性評価能⼒を構築するとした。

‒ AIの安全な開発を確保することで、AIの世界的な利活⽤⽅法を紹介︓AIの設計、開発、実⽤化、利⽤が包摂的な⼿法で⾏
われる必要性に合意。

• 英国政府は、サミットに合わせて国内のスーパーコンピュータへの投資やアフリカ諸国へのAI関連の⽀援なども併せて発表している

httphttps://www.jetro.go.jp/biznews/2023/11/8e2cae60b199e3b1.htmls://www.jetro.go.jp/biznews/2023/11/8e2cae60b199e3b1.html
https://www.jetro.go.jp/biznews/2023/11/99a9d2d2c9bd313a.html
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国際的な動き）広島AIプロセス 各国共通の基本的な⽅針に合意 - 2023年12⽉

32

2023年12⽉、G7主要7カ国は、⽣成AIの活⽤や規制に向けた共通のルール作りを⽬指す「広島AIプロセス」で、各国
共通の基本的な⽅針に合意した。開発者向けの指針や⾏動規範が主な内容。
12⽉の閣僚級会合で安全、安⼼で信頼できる⾼度なAIシステムの普及を⽬的とした指針と⾏動規範からなる初の国際的政策枠組みとして「広島AIプロ
セス包括的政策枠組み」がとりまとまり、G7⾸脳に承認された。

対象者 項⽬ 指針及び規範の概要

AI開発者 1 ⾼度なAIシステムの市場投⼊前及び、⾼度なAIシステムの開発を通じて、AIライフサイクルにわたるリスクを特定、評価、低減するため
の適切な対策を実施する

2 市場投⼊後に脆弱性、インシデント、悪⽤パターンを特定し、低減する

3 ⼗分な透明性の確保や説明責任の向上のため、⾼度なAIシステムの能⼒、限界、適切・不適切な利⽤領域を公表する

4 産業界、政府、市⺠社会、学術界を含む関係組織間で、責任ある情報共有とインシデント報告に努める

5 リスクベースのアプローチに基づいたAIのガバナンスとリスク管理ポリシーを開発、実践、開⽰する。特に⾼度AIシステムの開発者向けの、
プライバシーポリシーやリスクの低減⼿法を含む。

6 気候危機、健康・教育などの、世界最⼤の課題に対処するため、⾼度なAIシステムの開発を優先
するAIのライフサイクル全体にわたり、物理的セキュリティ、サイバーセキュリティ及び内部脅威対策を含む強固なセキュリティ管理措置に
投資し、実施する

7 AIが⽣成したコンテンツを利⽤者が識別できるように、電⼦透かしやその他の技術等、信頼性の⾼いコンテンツ認証および証明メカニズ
ムを開発する。またその導⼊が奨励される。

8 社会、安全、セキュリティ上のリスクの低減のための研究を優先し、効果的な低減⼿法に優先的に投資する

9 気候危機、健康・教育などの、世界最⼤の課題に対処するため、⾼度なAIシステムの開発を優先する

10 国際的な技術標準の開発と採⽤を推進する

11 適切なデータ⼊⼒措置と個⼈情報及び知的財産の保護を実施する

AI関係者 12 ⾼度な AI システムの信頼でき責任ある利⽤を促進し、貢献する。

https://www.soumu.go.jp/hiroshimaaiprocess/pdf/document03.pdf
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AIセーフティ・インスティテュート（2024/2/14）

https://www.itmedia.co.jp/news/articles/2402/14/news145.html
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUA314O60R30C24A1000000/
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そもそもデジタルの時点で、負け戦の状態からスタートしている

34
https://www.dbj.jp/topics/investigate/2022/html/20220419_203799.html
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厳しい状態からスタートしているが、⽇本はその中で最善⼿を指し続けている

35

GPUの増強、リスクへの対応、グローバルな議論のリーダーシップ、活⽤の促進など

• GPU増強
‒ 政府のAI関連予算費1640.9億（昨年度⽐44%増）
‒ 主要な事業者が整備する計算資源経費の1/3〜半額を補助

• リスクへの対応
‒ AIセーフティーインスティチュート設⽴
‒ AI事業者ガイドライン

• グローバルな議論のリーダーシップ
‒ 広島AIプロセス
‒ GPAI東京センター

• 活⽤促進など
‒ ⽇本国内のLLM開発
‒ GENIAC

• 全体をAI戦略会議
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シンガポール政府の国家AI戦略

36

15の⾏動計画に落とし込み、今後5年間で約1,120億円の国家予算を投下予定

①産業ごとに企業横断のAIのCentres of Excellence (CoEs) を設⽴する

②AIスタートアップエコシステムやアクセラレータプログラムを強化し、ハイスピードで研究開発を進める

③⾏政サービスの⽣産性を向上し、国⺠に新しい価値を提供する

④特定産業におけるAIのR&D計画を継続的に更新し、リーダーシップとしてのポジションを維持する

⑤世界トップレベルのAI開発者を呼び込む

⑥AI活⽤⼈材を1.5万⼈育成し、AI需要を⾼める

⑦企業でのAI活⽤を促進し、トランスフォーメーションを推し進める

⑧産業特化型のAIトレーニングプログラムを組成し、リスキリングを促進する

⑨シンボリックなAI拠点をつくり、AIコミュニティを育成する

⑩計算資源を拡張する

⑪データ関連サービスやプライバシー保護技術を進展させる

⑫政府が保有するデータを公開し、公共の利益に貢献する

⑬AI関連規制を整備する

⑭AIのセキュリティ耐性を向上させる

⑮AIイノベーションの国際的な地位を確⽴する

5年間で10億シンガポールドル（約1,120億円）の国家予算

産

官
学

⼈材

ケイパ

拠点
計算資源

データ

安全性

リーダーシップ
予算

アクション
プラン

推進体

⼈材・
コミュニティ

インフラ・
環境整備

Source: シンガポール政府HP

https://www.smartnation.gov.sg/nais/
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⽇本とシンガポールのAI戦略⽐較(1/2)

⽇本では、シンガポールの戦略の多くを既に実⾏し、ノウハウが蓄積されている

産

シンガポールのNAIS2.0 ⽇本政府のAI戦略
①産業ごとに企業横断のAIのCentres of Excellence (CoEs) を設⽴
する AI戦略会議ですでに議論している

②AIスタートアップエコシステムやアクセラレータプログラムを強化する ▪ SBIR制度にてAI含む研究開発スタートアップへ約1100億円の⽀出
⽬標を設定(令和5年度)

▪ 国内スタートアップ企業の海外展開⽀援を⾏うアクセラレータプログラム
「GSAP」を展開

▪ 松尾研で23社のスタートアップを育成し、2社が上場、2社がM&A済

⑤世界トップレベルのAI開発者を呼び込む ▪ Sakana AIやMicrosoftの⽇本投資など、グローバル流⼊が加速

③⾏政サービスの⽣産性を向上し、国⺠に新しい価値を提供する ▪ ⾃治体を中⼼に、AIの業務活⽤が進んでいる
▪ 医療、教育、防災分野での取り組みも進⾏中官

④特定産業におけるAIのR&D計画を継続的に更新する ▪ NEDOにて、12の優先AI技術開発を特定し、アクションプランを策定学

⼈材

推進体

⑥AI活⽤⼈材を1.5万⼈育成し、AI需要を⾼める

⑦企業でのAI活⽤を促進し、トランスフォーメーションを推し進める

⑧産業特化型のAIトレーニングプログラムを組成し、リスキリングを促進する

AI戦略会議ですでに議論している

⑨シンボリックなAI拠点をつくり、AIコミュニティを育成する拠点 ▪ 本郷が代表的
▪ 松尾研や多くのAIスタートアップの所在地
▪ 世界のAI研究者が東⼤に訪問

ケイパ⼈材・
コミュニティ
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⽇本とシンガポールのAI戦略⽐較(2/2)
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⽇本では、シンガポールの戦略の多くを既に実⾏し、ノウハウが蓄積されている

シンガポールのNAIS2.0 ⽇本政府のAI戦略
⑩計算資源を拡張する

⑪データ関連サービスやプライバシー保護技術を進展させる

⑫政府が保有するデータを公開し、公共の利益に貢献する

⑬AI関連規制を整備する

⑭AIのセキュリティ耐性を向上させる

⑮AIイノベーションの国際的な地位を確⽴する

5年間で10億シンガポールドル（約1,120億円）の国家予算

計算資源

データ

安全性

リーダーシップ

予算

インフラ・
環境整
備

▪ 計算資源の整備・拡充に165億円の投⼊
▪ 経産省にて、⺠間への計算資源の供給をサポート
▪ NVIDIAと⽇本企業の協業

▪ 新規設⽴したAISIにて今後取り組んでいく

▪ デジタル庁にて、データの官⺠連携のためのアクションプランを策定

▪ 新規設⽴したAISIにて今後取り組んでいく

▪ ⽇⽶にて、産学連携共同研究プログラムを設⽴
▪ MicrosoftやNVIDIAなど、⽇本へ研究拠点を設⽴

▪ 2024年度単年で約1,650億円のAI関連予算
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シンガポール政府の国家AI戦略

39

NAIS2.0を⽀える基盤として、東南アジアLLMの国家開発プロジェクトを発⾜

▪ 2023年12⽉、政府が東南アジアの
⾔語・⽂化に特化したLLM開発
プログラムを⽴案

▪ 現在のLLMの主⼒である欧⽶⽂化圏と
⼤きく異なる⾔語・⽂化体系を持つ東南
アジアに特化したLLMを開発し、多⾔語
間でのコンテキスト・価値観の変換基盤
開発を⽬指す

▪ 今後、2年間かけて7000万シンガポール
ドル（約77億円）を投⼊

Source: IMDA HP

https://www.imda.gov.sg/resources/press-releases-factsheets-and-speeches/press-releases/2023/sg-to-develop-southeast-asias-first-llm-ecosystem
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!
!
!

東南アジア連携︓⽇本のLLM業界における勝ち筋

40

シンガポール政府と連携し、⽇本が東南アジアLLM開発に参画することで、LLM覇権をリードできる。また、⽇本企業の東
南アジア進出機会が広がる
現状

製
造
業

⾦
融

物
流

医
療

教
育

安
全
保
障

⾏
政

英語

マンダリン

マレー語

タミール語

LLM
活⽤範囲

(シンガポール視点)
§ 英語以外の⾔語における⾼精度LLMがない
§ 産業への適⽤ができていない
(⽇本視点)
§ ⽇本企業のビジネスチャンスも限定される

⽬指す姿
(シンガポール視点)
§ ⽇本のノウハウ・研究者・リソースと協働し⾼度なLLMを産業へ展開
(⽇本視点)
§ ⽇本語との互換性も組み込み、⽇本企業のビジネスチャンスを拡⼤

!
!
!

製
造
業

⾦
融

物
流

医
療

教
育

安
全
保
障

⾏
政

英語

マンダリン

マレー語

タミール語

LLM活⽤範囲

NAIS2.0での注⼒産業

⽇本語

⽇本の東南アジアLLM参画は、
AI分野での⽇本のさらなる地位確⽴／⽇本企業の東南アジア進出機会拡⼤ につながる⼤きなチャンス
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国内でも各企業がLLM⾃体の開発を計画／実⾏
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⽇本でもLLMがたくさん作られている
会社名 概要ステータス

5/11社内で130億パラメータモデルの開発完了を
発表

⽇本語に特化した独⾃の⼤規模モデル。
チャットボットやRPAをはじめとする業界特化型のLLMの構築や、各企業と連携したLLMを活⽤したビジネ
ス開発の推進を予定

富⼠通,理研、東⼯⼤、東北⼤

7/4に400億パラメータのモデル開発を発表。
1790億パラメータモデル開発中

Webから収集した350 GBの⽇本語テキストを⽤いて開発。従来から利⽤していた⾼品質な⽇本語テキ
ストを事前学習することで、約4か⽉で開発

7/6に130億パラメータのモデルの開発を発表 クラウド／オンプレミス環境での運⽤が可能。性能⾯でも、世界トップクラスの⽇本語処理能⼒を実現。
GPU1枚で動作する程度にパラメータ数を抑えた上で、多量のデータと膨⼤な計算時間をかけ開発

5/10に和製GPTの開発検討を発表
7/6 GPUへ200億円規模の投資計画を発表

LINEにおいてGPT-3.0〜3.5程度の学習ベースあり
AIが触れるメンバーを1000⼈規模でピックアップし、開発メンバーにアサインを検討

6/9開発の推進を発表
今年度中に完了を予定
70〜300億パラメータ

NTTは使い勝⼿と運⽤コスト低減を強みとし、汎⽤的な⽣成ＡＩを展開する⽶テック企業とは⼀線を画
す戦略をとる

3/16ABEJA LLM Series
（130億パラメーター）商⽤サービスとして展開

2018年より独⾃で本領域における研究開発推進。GPT-3をベースに学習した最⼤130億パラメーターを
持つ⽇本語に特化したモデルの⼀部をオープン化

23年9⽉ 「Llama2」ベースの商⽤利⽤可能な
ELYZA-Japanese-2-7bを⼀般公開

70億パラメータのモデルで、公開されている⽇本語のLLMとしては最⼤級の規模
研究および商業⽬的での利⽤が可能

5/22に計画発表
24年3⽉末に成果物を
Githubなどで公開予定

「富岳」の政策対応枠において、LLMの分散並列学習⼿法の研究開発を予定。東⼯⼤が全体統括、東
北⼤はデータの収集とモデルの選択、富⼠通は、理研は分散並列化/通信⾼速化を予定（富岳は現状
GPUベースではない）

8/18に100億パラメータサイズ・⽇英2ヶ国語
対応の⼤規模⾔語モデル“Weblab-10B”を
公開

公開済みの⽇本語⼤規模⾔語モデルで最⾼⽔準
今後Weblab-10Bのさらなる⼤規模化を進める

9/28 ⽇英2⾔語を併せた能⼒でトップレベルの
性能を⽰す⾔語モデルPLaMo-13Bを公開

約130億個のパラメータからなる⾔語モデル
Apache License 2.0で公開されたOpen Source Software (OSS)

130億パラメータの⼤規模⾔語モデル「LLM-jp-
13B」を構築

産総研の計算資源であるAI橋渡しクラウド（ABCI）の利⽤により、より本格的な1750億パラメータ
（GPT-3級）のLLMの構築に着⼿
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海外ビックテックの動向

43

OpenAIがアジア初のオフィスとして⽇本に拠点設置。海外のビッグテックも拠点を置こうとしている

https://www3.nhk.or.jp/news/html/20240415/k10014422131000.htmlhttps://openai.com/blog/introducing-openai-japan
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海外ビックテックがなぜ⽇本に拠点を置くのか
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⽇本はAIを促進するのに適した環境であり、ビッグテックが⽇本でのAI推進を推し進めている

• ⽇本は世界においても、AIを受け⼊れやすい環境である→ビッグテックがこぞって参⼊をしてきている

• AIにポジティブな反応
- AI戦略会議をはじめとする政府機関においてAIに対する促進的な取り組みを実施
- 岸⽥⾸相が早い段階でサム・アルトマン⽒と⾯会をする
- ChatGPTの利⽤者数が世界で3位

• ⼈件費の安さ
- 右図にある通り、G7の中で⽇本は賃⾦が安い
- 円安の要素も最近強まったことで、例えばアメリカの1/3の⼈件費と⾔われる

• ⼤企業のDX余地が⼤きい
- 世界的な売り上げを誇る企業が数多くある
- 利益留保を貯めている企業も多いので、AIなどDXに使う余地が潤沢にある

https://diamond.jp/zai/articles/-/1030059

https://diamond.jp/zai/articles/-/1030059
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⾯積は何を表すか

45

中国

ドイツ

アメリカ

⽇本
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答え︓⾯積は各国のDX余地推計

46

中国
(60)

ドイツ
(9)

アメリカ
(100)

⽇本
（⾯積⽐︓37）

縦軸はDX未実施企業の割合（※1）。横軸は各国のGDP
DX未実施企業の割合と各国のGDPを元にDX余地を推計。対⽶国で、GDP⽐では16%だが、⾯積⽐では37%。

DX未実施企業の割合

GDP
※1:総務省各国企業のデジタル化の状況 https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r05/html/nd24b210.html
※2:各国のGDPはIMF（国際通貨基金）が発表した2024年の世界各国のGDPより引用

GDP（百万USドル（※2） DX未実施企業割合(※1) DX余地︓GDP×割合

⽶国 27,966,553 0.21 5,984,842

中国 18,560,013 0.19 3,600,643

ドイツ 4,700,875 0.12 550,002

⽇本 4,286,187 0.52 2,215,959

各国のGDPとDX余地︓⼀覧表

https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r05/html/nd24b210.html
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⽇本のDXの現状

47

⽇本企業におけるDXは進んでいない。デジタルへの投資額も他国と⽐べて低い⽔準にあり、その結果デジタル競争⼒にお
いても低い結果となっている

欧⽶の先進国が⼤幅な増加傾向を⽰すことに対し、⽇本は横ばい
各国企業のICT投資額1) IMD世界デジタル競争⼒ランキング（2022年）

結果としてデジタル競争⼒は低⽔準、前年と⽐べても後退している

Source:1.⼀般財団法⼈⽇本情報経済社会推進協会; 2. IMD World Digital Competitiveness Ranking

Rank 国名 前年順位

欧⽶各国は⾼順位

⼀⽅⽇本は前年から
さらに順位落とす

Denmark 41
USA 12
Sweden 33
Singapore 54
Switzerland 65

Japan 2829
Luxembourg 2230

Spain 3128
・
・
・

Netherlands 76
Finland 117
Korea Rep. 128

韓国は前年から
4ランクアップ
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トップのデジタル理解の重要性
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DXを進め、業績の向上まで結びつけるためには経営者などトップのDXへの理解、またリーダーシップが重要
⼤企業、中⼩企業問わず、DXを成功している企業は経営者が主導し、従業員までDXの価値理解を浸透させている

⼤企業の例（味の素） 中⼩企業の例（⼿芸材料の卸問屋)

経営者の
コミット

実施内容

経営改善

• 「⾷と健康の課題解決企業」に変⾰するために
DXを推進すると経営者⾃らが発信

• DX推進委員会、DX推進部を⽴ち上げ全世界に展開

• 2020-2022のDX投資額 約250億円
- フードテック、パーソナライズドマーケ、スマートファクトリー等の

DX取り組みを複数推進
• 「ビジネスD X ⼈材」育成プログラムを開始
- 2020年度には従業員の25％が認定

• 15年から19年にかけて⼤きく下落した時価総額を
パーパスの設定、DXの推進のもとでV字回復

1.6兆円
1.0兆円

1.9兆円

20182015 202120192016 2017 2020 2022

https://the-owner.jp/archives/11831, https://irbank.net/2802/cap, https://data.wingarc.com/localdxlab-26-kyoto-45536, 

• 先代から息⼦へ事業を継承（従業員20名程度）
• 業務の⾮効率さを感じトップダウンでDX化を推進
- ITの知識は乏しいため共に学ぶ（VLOOKUP分からない）
- ⼀部DX化反対の動きもあったが、雇⽤守るためにもDXへ舵取り

• 社⻑となった直後の社内DXレベルは低い状態
- 従業員18⼈に対しパソコンが2台のみ
- 受発注はすべて電話対応、電卓やそろばんで計算

• 伝票、在庫のデータ化からはじめ、QuickWinを積み重ね
- ⼀気にツール導⼊などはせず徐々に浸透を進めた

• 従業員が9時〜21時まで働かないと回らなかった業務を効率化
利益率も業界平均を割り込んでいたところから⼤きく伸⻑

30％9％
DX前 後

約3倍
時価総額 利益率業務削減時間

5,760
時間

このようにトップダウンでのDX推進により 企業価値、利益等が1.5倍に向上 することも狙える

約2倍

https://the-owner.jp/archives/11831
https://irbank.net/2802/cap
https://data.wingarc.com/localdxlab-26-kyoto-45536
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⽇本の可能性（私⾒）

• 1. ⼤前提として︓利⽤・開発と、懸念・リスクへの対応のバランス。
‒ 現⾏法の周知徹底
‒ AIにおけるインフラ整備（計算資源とデータ）

• 2. 活⽤を進める。地⽅での活⽤の活性化。DXの推進として。
‒ ⾏政や⼤企業での取り組みを促進
‒ 中⼩企業での利⽤の⽀援。ベストプラクティスの共有。
‒ 地⽅の⼤学や⾼専等での⼈材育成。スタートアップ設⽴のためのアクセラレーション。

• 3. 国内産業からは、市場の⼤きい医療、⾦融、製造など
‒ 数⼗兆円規模の産業に貢献する形に
‒ ⾦融（与信、リアルタイムDX）、医療（⾝体）、製造（⼈⼯物・都市）
‒ 関連して、ロボットなどの実世界知能も重要

• 4. グローバルに展開
‒ アジアからグローバルに展開

49

今後のAI戦略次第で、アジア市場への展開、既存産業の変⾰、AI開発⼒の強化、スタートアップ育成といった、⽇本産
業を振興できるポテンシャルが存在

最善⼿を続けていけば
そのうち勝負できるタイミングが来る

ぜひ、企業での活⽤、LLMの開発、
スタートアップの取り組み、⼈材育成、
いまの調⼦でどんどん進めて欲しい

どう企業価値につなげるかが鍵
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Agenda

50

•⽣成AIの現状
•⽣成AI以後の⽇本の動き
•⽣成AIの本質とその捉え⽅について
- ⽣成AIの本質
- ⽣成AIの社会実装とその難しさについて
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⽣成AIの特徴

⽣成AI（特に⼤規模⾔語モデル）の本質的な特徴について

⼀般的な認識 本質

社会
実装

必要な
データ

機能 • チャットなどの新しいUIとしての機能 • 本質的には「情報の変換」である

• 現場が⾔語モデルを使いこなすためには、
練習・熟練が必要

• 業務に合わせたプロンプトを⽤意すること
で、従来の業務プロセスを変更することな
く、いきなり導⼊することが可能

• 知識に限界があり、専⾨知識や最新知識を
活⽤することができない

• ハルシネーション（尤もらしい嘘）をつく

• 専⾨知識や最新知識は外部から補って、
参照させてあげれば正しい挙動が可能

• ビッグデータを揃えないと活⽤できない • 少量の品質の良いデータさえあれば良い
（Zero-shot, Few-shot）

知識

導⼊

51
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情報変換器としての⽣成AI

⼈間も⽣成AIも既存のシステムも、様々な情報を変換する「情報変換器」であると捉えることが可能。

情報変換INPUT OUTPUT

⾮定型の
インプット

定型の
インプット

⾮定型の
アウトプット

定型の
アウトプット

⽣成AI

⼤量のデータから
事前学習

過去の経験から
事前学習

⼈間

プログラム
・システム

⼈間が設計

• ⽇報、報告書、論⽂、、、
• 問い合わせ、SNS、、、

• テーブルデータ、数値データ、、、
• APIへのインプットなど

• タグ分類、セグメンテーション、
• 評価値、データ、、、

• 問い合わせへの返答、⽰唆出し、
PR⽂章、、、

• 要約・レポートなど

52



©MATSUO INSTITUTE, INC.

情報変換器としての⽣成AI
⼈間は定型・⾮定型を問わずに様々な情報を変換することができるが、⼤量の情報を変換したり、同じ⽔
準のクオリティを保ち続けるということは難しい。

情報変換

⽣成AI

過去の経験から
事前学習

⼈間

プログラム
・システム

⼈間が設計

INPUT OUTPUT

⾮定型の
インプット

定型の
インプット

⾮定型の
アウトプット

定型の
アウトプット

⼈間はあらゆる⼊出⼒に対応できるが、
⼤量の⼊出⼒やクオリティコントロールは不得⼿

• ⽇報、報告書、論⽂、、、
• 問い合わせ、SNS、、、

• 問い合わせへの返答、⽰唆出し、
PR⽂章、、、

• 要約・レポートなど

• テーブルデータ、数値データ、、、
• APIへのインプットなど

• タグ分類、セグメンテーション、
• 評価値、データ、、、

⼤量のデータから
事前学習
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• ⽇報、報告書、論⽂、、、
• 問い合わせ、SNS、、、

• 問い合わせへの返答、⽰唆出し、
PR⽂章、、、

• 要約・レポートなど

情報変換器としての⽣成AI
従来のシステムは⼤量の⼊出⼒をさばくことができるが、⼊出⼒は定型のものにしか対応できないため、
会話を含めたあらゆるタスクの実⾏は⾏うことができなかった。

情報変換

⽣成AI

過去の経験から
事前学習

⼈間

プログラム
・システム

⼈間が設計

INPUT OUTPUT

⾮定型の
インプット

定型の
インプット

⾮定型の
アウトプット

定型の
アウトプット

従来のシステムは⼤量の処理に⾼速に対応できるが、
⾮定型の⼊出⼒に対応することはできない。

• テーブルデータ、数値データ、、、
• APIへのインプットなど

• タグ分類、セグメンテーション、
• 評価値、データ、、、

⼤量のデータから
事前学習
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情報変換器としての⽣成AI
⽣成AIは任意の「情報の変換」が可能であり、対話はその⼀部（⾮定型→⾮定型）に注⽬した機能でしか
なく、⼤規模⾔語モデルの真価はあらゆる情報を変換することができることにある。

情報変換

⽣成AI

過去の経験から
事前学習

⼈間

プログラム
・システム

⼈間が設計

INPUT OUTPUT

⾮定型の
インプット

定型の
インプット

⾮定型の
アウトプット

定型の
アウトプット

LLMは⼤量の処理に⾼速に対応できる上、
定型・⾮定型の様々な情報を変換することができる。

• ⽇報、報告書、論⽂、、、
• 問い合わせ、SNS、、、

• 問い合わせへの返答、⽰唆出し、
PR⽂章、、、

• 要約・レポートなど

• テーブルデータ、数値データ、、、
• APIへのインプットなど

• タグ分類、セグメンテーション、
• 評価値、データ、、、

⼤量のデータから
事前学習
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情報変換器としての⽣成AI
「⾮定型と定型を⾼速化つ⼤規模に⾏き来することができるようになった」というのが本質的な変化であ
る。加えて、必要な⽂脈を与えることで、⼈間以上の精度を発揮可能。

情報変換INPUT OUTPUT

⾮定型の
インプット

定型の
インプット

⾮定型の
アウトプット

定型の
アウトプット

⽣成AI

過去の経験から
事前学習

⼈間

プログラム
・システム

⼈間が設計

組織のあらゆる情報の変換の過程に、⽣成AIを導⼊可能。組織
のDXが⼀⾜⾶びに進む可能性がある。

• ⽇報、報告書、論⽂、、、
• 問い合わせ、SNS、、、

• 問い合わせへの返答、⽰唆出し、
PR⽂章、、、

• 要約・レポートなど

• テーブルデータ、数値データ、、、
• APIへのインプットなど

• タグ分類、セグメンテーション、
• 評価値、データ、、、

⼤量のデータから
事前学習
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従来のPoCではAIの導入と比べ、生成AIのPoCは「高速に検証して、効果的なものを本番実装」が可
能に。ユーザーは得意・不得意に応じてAIを使い分けていく必要がある

AIの社会実装（PoC）の変化

57

AI導入の過程 特徴

効果検証

・活用
モデル学習モデル選定

データ

収集・整備
要件定義

従来は要件定義から活用まで一気通貫

して行うことで効果を発揮

独自モデル構築が優位性に

繋がるため、試行錯誤が必要

要件定義さえ完了すれば、時間のかかるデータ整備や学習をスキップして、

プロンプトでモデルの活用が可能に

プロンプトの差し替えで

随時改善が可能に

• データ整備やデータ基盤の構築に、
一定の現場負荷、労力・時間が必要

• 課題へアプローチするため、
テーマの選定が肝である

• 運用の開始まで長期間を要するが、有効
なテーマに対して独自のモデルが構築で
きると競争優位につながる

• データや学習を最小限にして、
現場検証をスタートできるため、
省力・高コスパ・安価

• 時間をかけたテーマ選定よりも「多数検
証してから絞り込む」方式へ

• 一方で、AIのモデルによる差別化は難し
く、ROIを意識する必要がある

従来型
PoC

生成AI
時代の

PoC

場合によってはデータ収集から

やり直す必要性がある
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⾦融×⽣成AI(1/2)
⽣成AIの登場により、国内外で、社内利⽤や顧客向けにも活⽤が広がっている。⽣成AIの活⽤で効率化、⾃動化が進
み、コストが下がる。⼀⽅で、付加価値側の構造が変わるのではないか。

• 社内利⽤
- 事務の⼿続き照会、メールの⽂案作成、リポートの要約、ナレッジワーカー(FAなど)のサポート、経済・市場予測

ü 世界中の企業、セクター、資産クラス、資本市場、地域に関する分析
ü 例えば、LLMがSNSや広告をクラスタリングし、消費者⾏動のトレンドや市場予測を特定

• 顧客向け
- 顧客の投資ニーズに応じて最適の投資対象を分析・選択︓

ü 例）「⼈権意識の乏しい国で採掘された資源に頼らないクリーンエネルギーの会社に投資したい」と⼊⼒→該当する会社のリ
ストを、その会社がなぜ選ばれたのかというコメントを添えて提供

⾦融業務へのAI活⽤事例① Bloomberg︓⾦融特化型BloombergGPTの開発
• 幅広い⾦融データに特化してトレーニングされており、⾦融業界における多様な⾃然⾔語処理に対応
• ⾦融LLMベンチマークで最⾼⽔準を達成しつつ、汎⽤LLMベンチマークでも競争⼒を維持できるようにモデルをトレーニング

⾦融業務へのAI活⽤事例② Morgan Stanley︓世界中の企業や資本市場を分析、フィナンシャルアドバイザーのサポートとして活⽤
• OpenAIと提携し、世界中の企業、セクター、資産クラス、資本市場、地域に関する分析をAIが実施
• ファイナンシャル・アドバイザーとそのチームは、社内利⽤のためにこれらの⼤量のコンテンツやデータについて質問することができる

⾦融業務へのAI活⽤事例③ JP Morgan Chase︓顧客の投資ニーズに⾒合った最適の投資対象を分析（実験段階）
• JPモルガンのクラウドソフトウエアを使って、顧客の投資ニーズに⾒合った投資対象（有価証券）を分析・選択
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企業活動をハイサイクル化することで、複利の効果を最⼤化し、急成⻑するのが近年の競争の主流では。（スタートアップ、ビックテック、
Tesla等の新興の急成⻑企業など）
そうしたときに、融資・投資先の企業のDXを推進し、データで把握し、⾦融の⼒でハイサイクル化を加速させることが本質的な付加価値に
なるのでは。融資先をハイサイクル化し、成⻑を促すことによって銀⾏は収益を伸ばす。

• 融資・投資先の企業のDXを進める
- ⾦融機関が投資先・融資先の企業のDXをサポートする
- 企業活動を実際のトランザクションデータを含めて把握する

• 融資先のハイサイクル化を加速させる
- 融資・投資先の企業を最⼤限加速するために必要な融資・投資を⾏う

ü ⽇常のトランザクションデータやテキストデータから与信が可能
- ハイサイクル化による複利効果を最⼤化した成⻑を実現。それによって⾦融機関も利益を得ることができる。

融資先へのDX⽀援例①︓Amazon社 ”Amazon Lending”[1]

• 融資先の同意のもと、Amazon Marketplace上でのトランザクションが⾦融機関に提供され、データを活⽤した信⽤審査を実施

融資先へのDX⽀援例②︓三菱UFJ銀⾏ ”Mars Growth Capital”[2]

• イスラエルのFintech企業Liquidity Capital社と提携し、融資を提供するファンドを設⽴
• APIを通じて取得した銀⾏⼝座、会計システム、顧客情報管理(CRM)などの情報を基に、AI技術を使って独⾃の与信判断を実施

⾦融機関⾃⾝もデジタル・AIの活⽤を加速すると同時に、融資先・投資先に対して、デジタル・AIの導⼊・活⽤をリードし、
ハイサイクル化を加速する役割を担っていかなければならないのではないか

[1] https://datosinsights.com/blog/susumusuzuki/アマゾンが提供する⾦融関連サービス/ [2] https://www.mufg.jp/profile/strategy/dx/articles/0082/index.html

⾦融×⽣成AI(2/2)

https://datos-insights.com/blog/susumu-suzuki/%E3%82%A2%E3%83%9E%E3%82%BE%E3%83%B3%E3%81%8C%E6%8F%90%E4%BE%9B%E3%81%99%E3%82%8B%E9%87%91%E8%9E%8D%E9%96%A2%E9%80%A3%E3%82%B5%E3%83%BC%E3%83%93%E3%82%B9/
https://www.mufg.jp/profile/strategy/dx/articles/0082/index.html
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⾦融犯罪・対策× ⽣成AI (1/2)

60

[1] https://assets.ey.com/content/dam/ey-sites/ey-com/en_ca/topics/ai/ey-ai-enabled-anti-money-laundering-discussion-paper.pdf

⾦融犯罪対策でのAI活⽤は、⼤⼿⾦融機関含め、さまざまなプレイヤーが注⽬。⾦融取引のデジタル化が進む中、AIを活⽤した対
策の可能性は⾮常に⼤きい。 そのなかでも、取引モニタリングの効率化が、今までにない⽅法で実現できる可能性がある。
⼀⽅、AIを活⽤した⾦融犯罪が存在しており、今後の技術の更なる発展に伴い、より対策と犯罪はイタチゴッコになる可能性が⾼い。

⾦融犯罪
§ ⽣成AIを⽤いたより⾼度な詐欺⼿法の開発
§ AIを利⽤した新たなマネーロンダリング⼿法の開発
§ マルウェアコード・ランサムウェアの⽣成
§ ディープフェイクを利⽤した詐欺
§ ⽣成AIアルゴリズムの改ざんによる新たな攻撃⼿法の開発
§ 規制の抜け⽳を突く新たな犯罪⼿法の開発

⾦融犯罪対策
§ AIを活⽤した不正取引検知システムの開発
§ AIを使ったアンチマネーロンダリング
§ AIを使ったマルウェアコード・ランサムウェアの対策
§ AIを使ったディープフェイクの検知
§ ⽣成AI技術の改良などによる対策
§ 規制・監督の強化や新たなガイドラインの策定

⾦融機関⾃⾝もデジタル・AIの活⽤を加速する中で、常に先⼿を打つ形で防御体制を強化していくため、
⽇々事例や仕組みを把握しておくことが重要なのではないか

企業 銀⾏犯罪者

https://assets.ey.com/content/dam/ey-sites/ey-com/en_ca/topics/ai/ey-ai-enabled-anti-money-laundering-discussion-paper.pdf
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[1] https://www.cnn.co.jp/world/35214839.html [2] https://www.brainpad.co.jp/doors/contents/01_generative_ai_hacking/

⽣成AI時代以降の犯罪は、⽣成AIを⽤いた犯罪と⽣成AIをハックする犯罪の⼆つに⼤別される。
組織内の仕組みによる対策と、適切な技術の取捨選択が重要になる。

多国籍企業の会計担当者が、ビデオ会議システムを通じた巧妙な詐欺に
より約38億円を送⾦した。詐欺グループはディープフェイク技術で会社幹部
になりすまし、当初疑念を抱いていた会計担当者をだました。⾹港警察は
関連事件で6⼈を逮捕し、他の犯罪への技術悪⽤も確認された。

⽣成AIを⽤いた犯罪 ⽣成AIをハックする犯罪

LLMに意図しない内容を出⼒させる⽅法の⼀例として、本来の⽬的を維持
したまま会話の背景や⽂脈を変更し、不適切回答を⽣成させようと試みる
攻撃⼿法などが挙げられる。

技術の発展より、より犯罪が⾼度化していくためもはや⼈の⽬でみても判
断が不可能になるため、組織内の仕組みによる対策が必要になってくる。

技術の発展により、適切な技術の取捨選択が⾏えれば、従来対策でき
なかった⽣成AIに対するセキュリティ攻撃への防御が可能になる。

⾦融犯罪と対策× ⽣成AI (2/2)

https://www.cnn.co.jp/world/35214839.html
https://www.brainpad.co.jp/doors/contents/01_generative_ai_hacking/
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アンチマネーロンダリング（AML）のプロセスでは、取引のモニタリングや顧客デューデリジェンスにおいて、⼈⼿による分析や
チェックが多く発⽣している。これらのタスクは時間がかかり、エラーが発⽣しやすい傾向ある。

そのため、AMLの場で⼈を⽀援するツールとして LLM を活⽤したシステムの必要性が⾼まっていく可能性が⾼い。

事例

活⽤⽅法

• アンチマネーロンダリング（AML）の分野における⽣成AIの利⽤
• レポートの多⾔語への対応、報告書の⾃動作成など

[1] https://assets.ey.com/content/dam/ey-sites/ey-com/en_ca/topics/ai/ey-ai-enabled-anti-money-laundering-discussion-paper.pdf

⾦融×⽣成AI （AML）事例

https://assets.ey.com/content/dam/ey-sites/ey-com/en_ca/topics/ai/ey-ai-enabled-anti-money-laundering-discussion-paper.pdf
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多⾔語を扱えるLLMによって、異なる⾔語や⼿法を⽤いたフィッシング攻撃を⾼精度で検出できることが⽰された。これによ
り、多様なサイバーセキュリティ対策が容易になり、セキュリティシステムの設計を⾼度化する可能性がある。

現在のサイバーセキュリティ対策では、⼈⼿による分析やチェックが多く発⽣しており、セキュリティ専⾨家を⽀援するツールと
してLLMを利⽤したシステムの必要性が⾼いと⾔える。

（各論）⽂字列の情報とLLMは相性が良く、特に⽂章の識別において⾦融LLMなどの必要性は⾼いのではないか

事例

活⽤⽅法

• GPT-4を⽤いて、98%の精度でフィッシングサイトを検出[1]

• GPT-4を⽤いて、97%の精度でフィッシングメールを検出[2]

[1] https://jp.security.ntt/tech_blog/102ih4e , [2] https://jp.security.ntt/tech_blog/chatspamdetector-ai

⾦融犯罪と対策×⽣成AI事例

https://jp.security.ntt/tech_blog/102ih4e
https://jp.security.ntt/tech_blog/chatspamdetector-ai
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Agenda

64

•⽣成AIの現状
•⽣成AI以後の⽇本の動き
•⽣成AIの本質とその捉え⽅について
- ⽣成AIの本質
- ⽣成AIの社会実装とその難しさについて
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ChatGPTの導⼊

⼀般的な活⽤
⽂書執筆の⽀援や

ブレストなど

ChatGPT活⽤の段階

３つのステップ。ステップ1から進めていく。

組織専⽤GPT

組織内⽂書を検索可能にし、
プロンプトを⼯夫する。

問い合わせに情報を参照し
て答えられるようになる

LLMを使ったDX・
業務改⾰

本格的に利⽤するための
開発を⾏い

業務フローを変える

OpenAIのChatGPTをインストール
（PC、スマホ）
組織で⼊れる場合はMicrosoft Azure等

ガイドラインの策定

スタートアップやベンダーに依頼

（エンジニアがいれば⾃社で開発
も可能）

スタートアップやベンダーに依頼

業務プロセスの変更を含む
⼤きな開発が必要になる

ステップ１ ステップ２ ステップ３

65
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• 障壁１：⽣成AIを使うにしても、どの業務で使うのが最適なのかわからない（ステップ1に進めない）
- 社内でブレストしたり、ベンダーからの提案はある
- ⼀⽅で実際にどこに活⽤するのが⼀番インパクトがあるのかについては⾃信がない
- 社内の意思決定が中々進まない

• 障壁２： ChatGPTを社内に配ってみたが、思ったより使われていない（ステップ2に進めない）
- 頑張って社内にChatGPTを導⼊したが、実際に使っているのは全体の数%の社員だけ
- 使われ⽅としても、要約したり、ブレストに使ったりと限定的
- 思ったほどDXが進んだという感じではない

• 障壁３： RAGをやってみたが精度が出ない（ステップ3に進めない）
- ベンダーと⽣成AI導⼊を進めて、RAGのシステムを構築したが、精度が悪い
- 最低限の精度は出るが、そこから先が厳しい

⽣成AIの社会実装の難しさ（私⾒）

⽣成AIの社会実装において、⼆つの障壁に各社が直⾯している

66
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障壁１：⽣成AIを使うにしても、どの業務で使うのが最適なのかわからない

解決策：⽣成AIの“原体験”を獲得いただき、⾃信のあるDXリーダーになっていただく

現状

• ⾃信のないDXリーダーが⽣成AIの社会実装を
推進している
- 適⽤すべき領域についての⾃信がないの
で、ベンダー任せになってしまう

• ⾃信のあるDXリーダーが⽣成AIの社会実装を推
進していき
• ⾃信を持って⾃社ならではのユースケースを作
っていく

• ⽣成AIの進化と社会実装は混乱しながらも急速に
進んできている状況
• この流れに乗り遅れないためには、企業上層部
のリーダー陣が⼤規模⾔語モデルを活⽤した新
しい⽣成AIの“原体験”を獲得し、それを元に組
織を変⾰させていき、DXの組織的浸透を加速す
る必要がある
• 具体的には、⾃⾝の⼿でChatGPTなどの⽣成AI
を触った上で、事業プランを考えてみる

理想
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障壁２： ChatGPTを社内に配ってみたが、思ったより使われていない

68

解決策：⽣成AIが社内の情報を参照できるようにし、活⽤を推進する

現状

• ChatGPTが実際の業務にあまり使えていない

• ChatGPTの特徴
- 得意・できること

① 学習された⼀般の知識で回答できるタスク
② Web検索で得た知識で回答できるタスク

- 苦⼿・できないこと
③ 社内の情報・知識に基づくタスク

• ①②で回答できる業務（プログラミング、調査、
アイデア出しなど）では活⽤されるものの、⼀般
的な社員の多くの業務が③の要素を必要とするた
め、活⽤が促進されづらい状況

• ChatGPTが社内の情報を参照できるようにする
• 社員もChatGPTの効果的な使い⽅を学ぶ

• 必要な情報を参照した上での、ChatGPTの回答
は精度が⾼い
- ⽂書を整理する
- プロンプトに埋め込む
- RAG（Retrieval Augmented Generation）

• 社内情報の参照のやり⽅については種々の⽅法
があり、トライアンドエラーが必要
- 必要ならベンダーへ相談・依頼
- 松尾研でも相談可能

理想
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障壁３： RAGをやってみたが精度が出ない
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解決策：社内⽂書の整理を含めて検討する

現状

• RAGを導⼊したが、トンチンカンな答えが返って
くる

• 社内の状況
- 既存の書類が膨⼤に存在する
- 各部署での書き⾜しがあり、
- ⽂書間で不整合がある
- ⽂書の更新頻度も⾼い
- また専⾨⽤語が多く使われている

• 結果、以下の状況が発⽣
- 必要な⽂書の検索がうまくいかないケース
- ⾒つけられたがその情報をうまく抽出し回答す
ることができないケース

• RAGにより適切な回答が⽣成される
• 社内外の問い合わせ対応について効率化する

• 総合的な取り組みが必要
- ⽂書・データセットの整理

ü データの質が低いとRAG精度が下がって
しまうことが実証的にわかっている

ü ⽂書間の不整合⾃体をLLMを⽤いて発⾒
する

ü AIが理解しやすく設定する
- 想定質問セットと回答をセットを事前に⽤意
しデータセットとして準備

理想
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ChatGPTを活⽤した実習（1.5時間）

【ご参考】エグゼクティブ向けChatGPTワークショップ・実施要領

講義（1時間）

カリキ
ュラム

内容

事前アンケート
・ChatGPT実習を
⾏うにあたり、事
前に参加者の活⽤
状況を簡単なアン
ケートにて確認

④デモ実演
前半パートでチームから出てきた事業アイ
デアのデモ(松尾研にて開発)を実施。今後の
改善策を含めたプレゼンテーションを⾏う
⑤デモ体験･ディスカッション
チーム毎に実機でのデモ体験および事業案
について改善案、活⽤案などを議論
⑥振返り･まとめ(クロージングセッション)
今回の研修に関する振り返りや、今後のDX
の進め⽅を議論、全体発表を⾏う

事業案のアイデア出しと議論（1.5時間）

• 前半パート･後半パートの2回に分けた研修を実施
• ChatGPTの実習、事業案の議論とデモ通じて、DX推進の原体験を獲得していただく

①講義
講師より「⼤規模⾔語モデル(特にChatGPT)
の仕組みとその可能性」について解説
② ChatGPT実習
ChatGPTを実際に使⽤して、4段階のステッ
プで活⽤法を演習を通じて学習し、最終的に
システム開発への活⽤を体験する
③事業案アイデア出し･議論
2〜3チームに分かれChatGPTを利⽤したビ
ジネス・業務を考案する(松尾研メンバーに
てファシリテートを⾏う)

前半パート 後半パート事前

デモ体験・ディスカッション（1時間）

デモ実演（1時間）

振返り・まとめ（1時間）

事前アンケート
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• ⽣成AIが得意なことは、「情報の変換」
- ⾮定型と定型を⾼速かつ⼤規模に⾏き来することができるようになった

ü ⼊⼒した⽂書を要約する、表形式にまとめる、⽇本語をプログラミング⾔語にするなど
- 組織の業務は、「情報の変換」のつながり

ü ⼊⼒の情報を集める →情報の変換→情報を出⼒する
ü この出⼒先が、⼈間であるか、システムであるかで、出⼝が異なる。

• ⽣成AIは、「いきなり導⼊」可能
- ⼀週間でデモの開発が可能
- ゆえにまずは⽣成AIの“原体験”獲得いただき、「⾃信を持って」活⽤を推進することが⼤事
- ⽂脈を「プロンプト」のなかに⼊れたほうが良い

ü 組織内の⽂書を検索可能にしておく
ü 該当⽂書をプロンプトに⼊れることで精度が上がる

- 組織のDXが⼀⾜⾶びに進む可能性がある

まとめ: ⽣成AIは、単なる会話・執筆ではなく、情報変換
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